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本年度は戦略的イノベーション創造プログラム「スマートバイオ産業・農業基盤技術」（SIPスマートバイオ）の最終年度にあたる。
そのため我々は、参加機関や協力企業などからの各種データの受け取り、カタログ整備、データポータルサイトの設置を進めている。
また、それら各種データが物質生産や育種などの検討へ活用されるのを支援する目的で、これまで開発してきた酵素反応RDFを
中心とするウェブツールを用い、上述の各種データと既存のバイオRDFデータの連携を検討している。
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この連携において、クローズド
データを例えば品種や系統など
の単位で柔軟にオープンデータと
組み合わせられるように、我々は
RDFストアにグラフ単位のアクセ
ス制御を適用し、ウェブツールと
の間で認証の連携を行えるよう
にした。この仕組みを用いて、一
部のデータを閲覧権限を持つ
ユーザのみが表示でき、オープン
なRDFデータと組み合わせて解
析できる環境を用意し、ユーザ
から好意的なフィードバックをいた
だいた。同様の仕組みを他の
データにも適用する予定である。

ログイン後

クローズドデータが追加される
（※図は実際と異なります）
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